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代表質問（要旨）

整備の進む茨城空港（イメージ図）

●
質
問
者

田
山　

東
湖　

（
自
由
民
主
党
）

今　
　

一
男

（
民　

主　

党
）

半
村　
　

登　

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

井
手　

義
弘

（
公　

明　

党
）

議
員
（
自
民
）　

県
民
が
将
来
に
夢
と

希
望
を
持
っ
て
、
安
心
し
て
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
、
知
事
た
る
者
の
使
命
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
今
後
の
二
年
間
、
ど
の

よ
う
な
方
針
の
も
と
に
県
政
運
営
を
担

っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

本
県
を
豊
か
な
県
と
し
て
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、
恵
ま
れ
た

発
展
基
盤
を
最
大
限
に
生
か
し
つ
つ
、

戦
略
的
な
企
業
誘
致
を
推
進
し
、
働
く

場
が
し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ
る
産
業
大

県
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、
人
が
輝
く

元
気
で
住
み
よ
い
い
ば
ら
き
の
実
現
に

向
け
て
、
全
力
で
県
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

議
員　

平
成
二
十
一
年
開
港
を
目
指

す
茨
城
空
港
に
つ
い
て
は
、
よ
り
積
極

的
な
開
港
へ
向
け
て
の
作
業
体
制
を
整

え
、
強
力
に
茨
城
空
港
の
売
り
込
み
を

行
う
と
と
も
に
、
空
港
を
核
と
し
た
地

元
経
済
活
性
化
策
へ
の
着
手
や
貨
物
空

港
と
し
て
の
活
用
の
検
討
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

知
事　

空
港
対
策
室
を
課
に
格
上
げ
し

て
組
織
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。
地

元
経
済
活
性
化
策
に
つ
い
て
は
、
地
元

と
協
力
し
な
が
ら
、
各
種
の
施
策
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
航

空
貨
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
将

来
的
に
は
、調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

原
子
力
関
連
施
設
の
安
全
性

は
、
今
回
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
経

験
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考

え
て
、
万
全
の
対
応
を
し
て
お
く
べ
き

で
あ
る
が
、
本
県
の
原
子
力
施
設
の
耐

震
安
全
性
は
十
分
で
あ
る
か
。
ま
た
、

原
子
力
施
設
に
お
け
る
災
害
発
生
時
の

諸
対
策
に
つ
い
て
は
万
全
で
あ
る
か
。

知
事　

原
子
力
施
設
に
お
け
る
耐
震
安

全
性
等
の
一
層
の
強
化
を
図
る
べ
く
、

今
後
の
国
の
検
討
結
果
も
踏
ま
え
つ

つ
、
事
業
者
に
改
善
を
求
め
て
い
く
と

と
も
に
、
自
然
災
害
と
原
子
力
災
害
が

同
時
に
発
生
し
た
場
合
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
、
早
急
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

近
年
の
我
が
国
の
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
農
業
所
得
の
伸
び
悩
み
、
貿
易
の
自

由
化
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
本
県
農

業
を
改
革
・
進
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。

知
事　

本
県
農
業
の
競
争
力
の
強
化
の

た
め
、
エ
コ
農
業
を
Ｐ
Ｒ
し
、
茨
城
の

農
産
物
は
環
境
に
も
健
康
に
も
い
い
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
し
て
い

く
。
ま
た
、
商
品
価
値
の
高
い
も
の
づ

く
り
や
、
産
地
の
育
成
、
販
路
の
拡
大

な
ど
に
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
、
全
国
を

リ
ー
ド
す
る
足
腰
の
強
い
茨
城
農
業
を

確
立
す
る
た
め
、
農
業
改
革
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

生
徒
一
人
一
人
の
適
性
や
興

味
・
関
心
に
合
っ
た
特
色
あ
る
高
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
生
徒
が
興
味
・
関
心
の
あ
る

競
技
や
科
目
に
お
い
て
、
格
闘
技
な
ど

の
競
技
力
や
専
門
的
技
能
を
持
つ
教
員

や
指
導
者
採
用
の
一
層
の
促
進
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

平
成
二
十
年
度
採
用
予
定
の

教
員
選
考
試
験
か
ら
、
特
例
措
置
を
設

け
た
。
こ
の
選
考
結
果
を
検
証
し
た
う

え
で
、
高
い
競
技
力
等
、
特
定
の
分
野

に
秀
で
た
才
能
や
技
能
を
持
つ
教
員
の

一
層
の
採
用
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
採

用
選
考
の
方
法
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
。

 

（
ほ
か
に
、
知
事
の
多
選
制
限
、
港
湾

の
振
興
、
地
域
商
業
の
活
性
化
、
沿
岸

漁
業
の
振
興
な
ど
も
質
問
）

　

本
会
議
は
、
特
別
の
場
合
を
除

き
、
誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
議
会
議
事

堂
の
傍
聴
受
付
で
傍
聴
券
を
受
け

取
っ
て
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。（
傍

聴
席
は
三
百
席
で
先
着
順
で
す
。）

　

県
民
の
み
な
さ
ん
が
選
ん
だ
代

表
者
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
審
議
し
て
い
る
の
か
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
手
話
通
訳
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
傍
聴
を
希
望
す
る
日
の

一
週
間
前
ま
で
に
、
県
議
会
事
務

局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
本
会
議
の
生
中
継
及
び
録
画

中
継
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
話
通
訳
の
申
し
込
み

方
法
や
本
会
議
な
ど
の
日
程
、
委

員
会
の
傍
聴
の
仕
方
な
ど
、
詳
細

に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
県
議

会
事
務
局
議
事
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

お
問
い
合
わ
せ
先

電　

話

　

〇
二
九̶

三
〇
一̶

五
六
三
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

〇
二
九̶

三
〇
一̶

五
六
二
九

　

平
成
十
九
年
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
五

日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
二
十
三
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
は
、
平
成

十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
茨
城
県

県
立
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
、
ま
た
、
議
員
か
ら
は
、
中
小
企

業
の
事
業
承
継
円
滑
化
の
た
め
の
税
制
措
置

等
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

代
表
質
問
で
は
、
茨
城
空
港
の
開
港
に
向

け
た
対
応
、
事
業
所
の
地
球
温
暖
化
対
策
、

県
民
の
声
が
反
映
さ
れ
た
県
政
の
実
現
、
県

央
地
域
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
配
備
な
ど
に

つ
い
て
、
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
県
北
地

域
の
経
済
的
自
立
に
向
け
た
定
量
的
数
値
目

標
、
有
用
微
生
物
群
を
活
用
し
た
水
質
浄
化

の
取
り
組
み
、児
童
虐
待
の
解
消
へ
の
対
応
、

新
税
の
使
途
、
里
山
を
保
全
・
活
用
す
る
た

め
の
条
例
等
の
制
定
、
霞
ヶ
浦
の
魅
力
を
活

か
し
た
今
後
の
振
興
策
、
合
併
市
町
村
の
行

財
政
改
革
等
に
対
す
る
支
援
策
、
中
小
・
零

細
企
業
の
支
援
強
化
、
圏
央
道
沿
線
で
の
夢

の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開
な
ど
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。（
二
〜
五
面
に
掲
載
）

　

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審
査

の
ほ
か
、
空
港
ビ
ル
貸
付
金
の
償
還
計
画
の

妥
当
性
、
原
子
力
安
全
協
定
に
基
づ
く
報
告

漏
れ
へ
の
対
応
、
今
後
の
高
度
浄
水
処
理
の

導
入
計
画
、
小
規
模
農
家
に
も
配
慮
し
た
取

り
組
み
、
公
共
事
業
費
削
減
の
中
で
の
取
り

組
み
、
中
高
一
貫
教
育
校
の
今
後
の
整
備
計

画
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
六
・
七
面
に
掲
載
）

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審

査
の
ほ
か
、
職
員
の
不
祥
事
防
止
、
救
急
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
県
立
友
部
病
院

の
改
築
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
五
面
に
掲
載
）

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
十
八
年
度

公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
係
る
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
八
面
に
掲
載
）

　

財
政
再
建
等
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
本

県
財
政
の
再
建
を
進
め
る
た
め
の
諸
方
策
に

つ
い
て
行
政
組
織
、
歳
出
、
歳
入
の
三
分
野

に
わ
た
っ
て
調
査
を
進
め
、
精
力
的
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
八
面
に
掲
載
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、予
算
、条
例
、人
事
、

意
見
書
、
請
願
な
ど
、
三
十
五
件
の
議
案
が

可
決
、
同
意
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
空
港
の
開
港
に
向
け
た
対
応
は

空
港
対
策
室
を
課
へ
格
上
げ
し

組
織
体
制
を
充
実

第
３
回

定
例
会

県
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か


